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お
う
ち
時
間

　
家
族
で

点
検
　
火
の

始
末

令
和
三
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　

第
七
十
四
回
日
本
消
防
協
会
定
例

表
彰
式
は
令
和
四
年
三
月
四
日（
金
）

に
行
わ
れ
、
表
彰
さ
れ
た
の
は
特
別

表
彰
ま
と
い
一
〇
団
、
特
別
功
労
章

一
〇
名
、
表
彰
旗
三
五
団
、
竿
頭
綬

九
一
団
、
功
績
章
九
二
二
名
、
精
積

章
二
、
二
二
三
名
、
勤
続
章
八
、
四

四
四
名
、
婦
人
消
防
隊
表
彰
旗
六

隊
、
婦
人
消
防
隊
員
功
績
章
一
一

名
、
永
年
勤
続
職
員
五
名
で
、
本
県

関
係
の
受
賞
者
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◦
表
彰
旗
（
一
団
）

　

喜
多
方
市
消
防
団

◦
竿
頭
綬
（
三
団
）

　

桑
折
町
消
防
団

　

矢
祭
町
消
防
団

　

只
見
町
消
防
団

◦
功
績
章
（
三
四
名
）

　

柳
津
町
消
防
団　

団
長

�

鈴
木　

東
作 

他

◦
精
積
章
（
八
三
名
）

　

浅
川
町
消
防
団　

副
団
長

�

八
木
沼　

修 

他

◦
勤
続
章
（
二
六
八
名
）

　

相
馬
市
消
防
団　

分
団
長

�

豊
田　

光
信 

他

　
表
彰
旗
伝
達

　

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
に
お
い
て
、
喜

多
方
市
消
防
団
に
表
彰
旗
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
が
、
表
彰
式
が
規
模
縮
小
に
よ
り
行
わ
れ

た
た
め
、
三
月
十
六
日
に
日
本
消
防
協
会
の

副
会
長
で
も
あ
る
福
島
会
長
よ
り
、
喜
多
方

市
消
防
団
に
表
彰
状
と
表
彰
旗
を
お
渡
し
い

た
し
ま
し
た
。

　

喜
多
方
市
消
防
団
は
日
頃
の
災
害
の
な
い

安
全
な
町
づ
く
り
の
た
め
、
自
主
的
な
防

火
・
防
災
活
動
、
団
員
を
講
師
と
し
た
各
種

講
習
や
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き
消
防
車
両

の
配
備
に
よ
る
機
動
力
を
活
か
し
た
消
防
力

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。

第74回 日本消防協会定例表彰
表彰旗は喜多方市消防団

　

令
和
三
年
十
一
月
十
日（
水
）・
十
一
日

（
木
）の
二
日
間
、
令
和
三
年
度
訓
練
指
導
員

研
修
を
県
営
あ
づ
ま
総
合
体
育
館
の
研
修
室

及
び
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し
ま
し
た
。
研

修
に
は
県
内
二
十
一
消
防
団
か
ら
二
十
六
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
研
修
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
例
年
開
催
し
て
き
た
県
消
防
学
校

が
使
用
で
き
ず
、
マ
ス
ク
、
検
温
、
手
指
消

毒
を
徹
底
し
て
、
新
し
い
生
活
様
式
を
踏
ま

え
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
の
第
一
日
目
は
、、
消
防
協
会
事
務

局
よ
り
、
福
島
県
消
防
協
会
の
事
業
等
に
つ

い
て
を
説
明
し
、
次
に
、「
消
防
団
の
事
故

対
策
」
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、「
訓
練
礼
式
（
座
学
）」、
続

け
て「
応
急
手
当
」の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

第
二
日
目
は
、「
訓
練
礼
式
（
実
技
）」
が

行
わ
れ
、
午
後
は
、「
福
島
県
の
消
防
行
政
の

課
題
」
に
つ
い
て
、
次
に
、「
現
場
指
揮
」
に

つ
い
て
、
図
上
訓
練
を
交
え
て
講
義
を
受
け

ま
し
た
。

　

訓
練
指
導
員
研
修
で
の
図
上
訓
練
は
今
回

が
初
め
て
の
試
み
と
な
り
、
受
講
生
も
火
災

現
場
に
お
け
る
安
全
管
理
に
つ
い
て
、
理
解

を
深
め
た
よ
う
で
す
。

　

研
修
の
全
科
目
が
終
了
後
、
福
島
啓
嗣
会
長

が
研
修
生
一
人
一
人
に
修
了
証
書
と
指
導
員
章

を
授
与
し
、
最
後
に
、
総
代
を
務
め
た
浅
川
町

消
防
団　

川
音
賢
一
副
団
長
が
挨
拶
を
行
い
研

修
会
の
全
日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。

令
和
三
年
度

訓
練
指
導
員
研
修

午
前

福島県消防協会の
　　事業等について 消防協会事務局

消防団員の事故対策 福島県消防学校
　専門教務主任　樽井正博

午
後

訓練礼式（座学）
福島県消防学校
　　　教務課長　鈴木一弘
　専門教務主任　越尾吉美

応急手当 福島県消防学校
　　副教務主任　遠藤　歩

午
前 訓練礼式（実技）

福島県消防学校
　　　教務課長　鈴木一弘
　専門教務主任　越尾吉美

午
後

福島県の消防行政の
課題

福島県消防保安課
　　　主任主査　伊藤美千彦

現場指揮 福島県消防学校
　専門教務主任　樽井正博

十
一
月
十
日

十
一
月
十
一
日

閉会の辞を述べる福島会長



福 島 消 防 新 聞 令和3年9月〜令和4年3月合併号（2）第449号

　

生
活
協
同
組
合
全
日
本
消
防
人
共
済
会
で

は
、
毎
年
全
国
の
中
学
生
を
対
象
と
し
た

「
防
火
防
災
に
関
す
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
全
日
本
消
防
人
共
済
会

で
厳
正
な
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
本
県
か
ら

推
薦
し
た
須
賀
川
市
立
第
一
中
学
校
二
年

小
林
心み

結ゆ

さ
ん
の
作
品
が
入
選（
佳
作
）い
た

し
ま
し
た
。

「
経
験
者
の
私
だ
か
ら

出
来
る
こ
と
」

　
　
須
賀
川
市
立
第
一
中
学
校

二
年
　
小
林
　
心
結
　

　
昨
年
十
二
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
。

私
の
住
ん
で
き
た
家
を
含
め
て
六
件

の
家
屋
が
火
事
に
よ
っ
て
全
焼
し
ま

し
た
。
時
間
は
真
夜
中
の
一
時
を
回
っ

て
い
た
こ
と
や
、
他
の
地
域
で
も
火
災

が
あ
っ
た
事
が
重
な
り
、
何
度
通
報

し
て
も
す
ぐ
に
消
防
車
は
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
住
ん
で
い
た

家
、
家
族
と
の
思
い
出
。
た
く
さ
ん
の

物
全
て
を
一
瞬
に
し
て
失
っ
た
私
は

「
な
ん
で
こ
ん
な
目
に
合
わ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
だ
ろ
う
」
と
頭
も
心
の
中

も
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
経
験
か
ら
、
私
や
家
族
の

火
災
へ
の
意
識
は
一
気
に
変
わ
り
ま
し

た
。
寝
る
前
の
火
の
元
の
確
認
を
い
つ

も
以
上
に
行
い
、
発
火
元
と
な
り
か
ね

な
い
コ
ン
セ
ン
ト
類
の
確
認
も
怠
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
火
事
を
防

ぐ
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
少
子
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
現
在
で
は
、
私
の
地

域
で
も
そ
れ
以
外
で
も
ご
高
齢
の
方
が

一
人
で
住
む
家
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
身
体
の
不
自
由
な
高
齢
者
の
方

が
一
人
で
住
ん
で
い
る
場
合
ど
れ
だ
け

気
を
配
っ
て
い
て
も
、
火
事
が
起
こ
る
確

率
は
ど
う
し
て
も
大
き
く
な
る
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
私
が
考
え
た
の
は
、「
自

分
が
消
防
団
員
に
な
っ
た
つ
も
り
で
地

域
の
方
へ
の
声
掛
け
や
気
配
り
を
積
極

的
に
行
う
」
と
い
う
事
で
す
。

　
ま
ず
、
日
頃
の
挨
拶
か
ら
で
も
地
域

の
方
と
の
距
離
を
縮
め
、
繋
が
り
を
持

つ
こ
と
が
で
き
、
い
ざ
と
言
う
時
の
対
処

や
情
報
共
有
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
た
っ
た
一
言
、

　「
こ
ん
に
ち
は
！
最
近
乾
燥
し
て
る
か

ら
火
の
元
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

ね
！
」

　
挨
拶
に
こ
う
付
け
加
え
る
だ
け
で
、

近
所
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
、
さ
ら
に
地
域
全
体
で
防
火
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
る
と

思
い
ま
す
。

　
消
防
団
の
方
も
消
防
士
の
方
も
無
数

に
居
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の

家
の
事
例
の
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
火
災

が
重
な
っ
て
し
ま
え
ば
全
て
を
鎮
火
で

き
る
可
能
性
は
ど
う
し
て
も
下
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
誰
を
責

め
て
も
仕
方
が
な
い
。
そ
ん
な
苦
し
い

想
い
を
少
し
で
も
減
ら
せ
る
よ
う
に
、

日
頃
か
ら
自
分
が
出
来
る
防
火
、
防

災
の
心
が
け
を
地
域
に
広
め
て
行
く

事
が
必
要
で
す
。

　
辛
く
悲
し
い
経
験
を
し
た
私
だ
か

ら
こ
そ
、
火
事
の
本
当
の
恐
ろ
し
さ
を

知
る
私
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
防
火
対

策
。
そ
れ
は
、
普
段
か
ら
自
分
自
身

も
十
分
に
気
を
付
け
、
家
族
は
も
ち

ろ
ん
、
近
所
の
方
達
、
高
齢
者
へ
の
声

掛
け
な
ど
地
域
の
方
と
の
関
り
合
い

を
深
め
ら
れ
る
行
動
を
積
極
的
に
し

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
火
災
が

起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
ご
近
所
の
方
や
、

皆
さ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
へ
の
日
頃
の
挨
拶
に
加
え
て
、

防
火
、
防
災
を
促
す
言
葉
を
伝
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
守

れ
る
命
や
大
切
な
物
が
増
え
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
で
私
も
皆
さ
ん
も
、
今
日
こ

の
瞬
間
か
ら
地
域
を
守
る
消
防
団
員

の
一
員
で
す
！

第
二
十
一
回

　「
防
火
防
災
に
関
す
る
」作
文
コ
ン
ク
ー
ル

入
選
作
品
紹
介

鈴 木 庸 平

代　表　夏 井 一 樹

モ
リ
タ
式
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

シ
バ
ウ
ラ
小
型
動
力
ポ
ン
プ

消
防
用
設
備
・
設
計
施
工
・
保
守
点
検

いわき市内郷綴町金谷15番地４
　　　　　 ☎　0246（26）5401

東部産業株式会社自動車部

TEL 024（943）3400㈹
FAX 024（943）3873
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十
一
月
三
十
日
、
令
和
三
年
度
女
性
消
防

団
員
等
研
修
会
を
福
島
市
の
「
パ
ル
セ
い
い

ざ
か
」
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
福
島
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
福
島
県
消
防
学
校
鈴
木
一
弘
教
務
課
長

に
「
女
性
消
防
団
員
が
活
躍
す
る
た
め
に
」

と
題
し
て
、
訓
練
礼
式
の
実
技
を
含
め
た
お

話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
伊
達
地
方
消
防
組
合
中
央
消
防
署

髙
橋
博
美
東
分
署
長
に
「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

コ
ロ

ナ
の
消
防
団
活
動 

～
新
し
い
生
活
様
式
で

の
新
し
い
活
動
方
法
～
」
と
題
し
、
現
在
の

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
消
防
団
活
動
の
進
め
方

に
つ
い
て
、
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 令

和
三
年
度

女
性
消
防
団
員
等
研
修

令
和
三
年

秋
の
叙
勲（
消
防
関
係
）

　

全
国
の
受
章
者
は
、
六
一
三
名
（
瑞
宝
中

綬
章
二
名
、
瑞
宝
小
綬
章
二
七
名
、
旭
日
双

光
章
六
名
、
瑞
宝
双
光
章
五
五
名
、
瑞
宝
単

光
章
五
二
三
名
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
発

令
三
・
一
一
・
三
）

　

福
島
県
関
係
で
は
、
次
の
方
々
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

●
瑞
宝
単
光
章
（
一
八
名　

敬
称
等
略
）

◦
元
い
わ
き
市
消
防
団	

分
団
長　

遠
藤　

武
則

◦
元
会
津
若
松
市
消
防
団	

分
団
長�

大
竹　

勝
美

◦
元
本
宮
市
消
防
団	

団　

長�

國
分　

良
修

◦
元
喜
多
方
市
消
防
団	

副
団
長�

斎
藤　

信
一

◦
元
い
わ
き
市
消
防
団	

副
団
長�

澤
田　
　

満

◦
元
白
河
市
消
防
団	

副
分
団
長�

柴
原　

義
次

◦
元
双
葉
町
消
防
団	

団　

長�

新
家　

俊
美

◦
元
飯
野
町
消
防
団	

分
団
長�

関　
　

榮
治

◦
元
東
和
町
消
防
団	

分
団
長�

髙
野
弘
一
郎

◦
元
国
見
町
消
防
団	

分
団
長�

髙
橋　

忠
一

◦
元
い
わ
き
市
消
防
団	

副
分
団
長�

丹
野　
　

仁

◦
元
西
会
津
町
消
防
団	

分
団
長�

新
田　

博
美

◦
元
三
島
町
消
防
団	

団　

長�

二
瓶　

義
德

◦
元
只
見
町
消
防
団	

副
団
長�

本
名　
　

誠

◦
元
福
島
市
消
防
団	

分
団
長�

三
浦　

德
也

◦
元
古
殿
町
消
防
団	

団　

長�

水
野　
　

久

◦
元
郡
山
市
消
防
団	

副
分
団
長�

宗
像　
　

正

◦
元
南
相
馬
市
消
防
団	

副
団
長�

吉
田　

邦
彦

令
和
三
年

秋
の
褒
章（
消
防
関
係
）

　

全
国
の
受
章
者
は
、
一
〇
九
名
（
紅
綬
褒

章
三
名
、
黄
綬
褒
章
七
名
、
藍
綬
褒
章
九
九

名
）と
な
っ
て
い
ま
す
。（
発
令
三
・
一
一
・
三
）

　

福
島
県
関
係
で
は
、
次
の
方
々
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

●
藍
綬
褒
章
（
六
名　

敬
称
等
略
）

◦
現
飯
舘
村
消
防
団	

副
分
団
長�

伊
東　

勇
一

◦
現
会
津
若
松
市
消
防
団	

分
団
長�

慶
徳　
　

弘

◦
現
南
相
馬
市
消
防
団	

副
団
長�

佐
藤　
　

弘

◦
現
平
田
村
消
防
団	

副
団
長�

澤
村　

兼
人

◦
現
天
栄
村
消
防
団	

団　

長�

常
田　

広
美

◦
現
塙
町
消
防
団	

副
団
長�

松
本　

源
市

第
三
十
六
回

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

（
消
防
関
係
）

　

全
国
の
受
章
者
は
、
六
二
一
名
（
瑞
宝
双

光
章
二
八
五
名
、
瑞
宝
単
光
章
三
三
六
名
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
発
令
三
・
一
一
・
三
）

　

福
島
県
関
係
で
は
、
次
の
方
々
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

●
瑞
宝
双
光
章
（
一
〇
名　

敬
称
等
略
）

◦
元
伊
達
地
方
消
防
組
合

�
消
防
司
令
長　

阿
部　
　

泰

◦
元
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合

�

消　

防　

監　

大
倉　
　

隆

◦
元
南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

�

消
防
司
令
長　

大
橋　
　

通

◦
元
福
島
市�

消　

防　

監　

佐
藤　

正
幸

◦
元
双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合�

�

消　

防　

監　

西
村　

栄
一

◦
元
郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合

�

消　

防　

監　

橋
本　

昭
山

◦
元
南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

�

消
防
司
令
長　

藤
澤　

勇
一

◦
元
郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合

�

消　

防　

監　

三
浦　
　

恵

◦
元
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合

�

消　

防　

監　

皆
川　

昌
幸

◦
元
い
わ
き
市�

消
防
司
令
長　

渡
部　

敏
雄

●
瑞
宝
単
光
章
（
二
名　

敬
称
等
略
）

◦
元
い
わ
き
市�

消
防
司
令
長　

鈴
木　

忠
夫

◦
元
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合

�

消
防
司
令
長　

増
子　

捷
三

福島支社　福島市岡島字長岬６−７
　　　　　　☎024（572）3663㈹

福 島 支 店　☎024（572）6414㈹
郡 山 支 店　☎0248（72）2020㈹
いわき支店　☎0246（58）4081㈹
会 津 支 店　☎0242（24）3455㈹
相双営業所　☎0244（24）3255㈹
本宮営業所　☎0243（63）2660㈹
白河営業所　☎0248（22）7125㈹

自動車東北株式会社
本
社
郡
山
支
店

　

郡
山
市
安
積
町
笹
川
字
峰
田
五
ノ
一

　
　

☎
〇
二
四
―
九
四
五
（
代
）
一
六
六
五

福
島
支
店

　

福
島
市
荒
井
北
二
丁
目
一
―
一

　
　

☎
〇
二
四
―
五
九
三
（
代
）
〇
三
三
三

い
わ
き
支
店

　

い
わ
き
市
小
名
浜
島
字
渡
地
六
番
地
一

　
　

☎
〇
二
四
六
―
五
八
（
代
）
八
一
八
一

白
河
支
店

　

西
白
河
郡
泉
崎
村
大
字
泉
崎
字
中
核
工
業
団
地
三
一
一
―
一

　
　

☎
〇
二
四
八
―
五
四
（
代
）
一
〇
三
五

会
津
営
業
所

　

会
津
若
松
市
神
指
町
大
字
北
四
合
字
横
沼
東
二
〇
―
一

　
　

☎
〇
二
四
二
―
三
七
（
代
）
二
二
三
三

相
双
営
業
所

　

相
馬
市
柚
木
字
大
関
七
二
―
五

　
　

☎
〇
二
四
四
―
三
六
（
代
）
〇
三
八
五

アルミ製蓄圧式
粉末消火器

（機器協会員）

普通免許対応車両総重量3.5未満
CD－I型 ミラクルLight

〒983-0043　仙台市宮城野区萩野町３丁目８番55号
仙 台 支 店　TEL.022-238-6461
東北営業部　TEL.022-238-4771

トーハツ消防ポンプ

白河市字大鳥居橋前83−14

モ
リ
タ
式
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

シ
バ
ウ
ラ
小
型
動
力
ポ
ン
プ

消
防
用
設
備
・
設
計
施
工
・
保
守
点
検

会津若松市建福寺前１－25



福 島 消 防 新 聞 令和3年9月〜令和4年3月合併号（4）第449号

　詳しくは福島県危機管理部消
防保安課までお問い合わせをお
願いします。

福島県消防団応援プロジェクト

「ふくしま消防団
サポート企業」

を募集中!!

火災共済に加入しましょう

風水雪害や地震等にも共済金や見舞金を支給
お問い合わせ

生活協同組合全日本消防人共済会
TEL 03-3503-1439　http://www.shouboujin.or.jp/

まさかの時にお役に立ちます！

　仕事を持ちながら、自分たちの地域を守るため、日夜活動している福島県
内の消防団員を応援する「fire エール 五・七・五」を９月１日から11月９日
まで募集したところ、111名の方から285作品が寄せられました。本当に多くの
作品をお寄せいただきありがとうございます。
　入賞作品の選考会を開催し、次のとおり入賞作品が決まりました。

検閲で
　　凜 し々い姿
　　　　　女性隊

喜多方市 北のくら人 様

ありがとう
　 えがおをまもる
　　　しょうぼうだん
会津若松市 ひさき 様

消防団
  つながるひろがる
　　　　　故郷に
二本松市 オレンジ森之助 様

かっこいい！
　パパはみんなの

　　　　　消防
団

福島市 放水はじめ
 様

サイレンに
　 俺だけ起きる
　　　　妻寝ごと
古殿町 ろんでんの悪妻 様

サイレン鳴り
　  娘が帽子
　　　 持って来る

いわき市 アニマル 様

厳寒に
　日差しがうれしい

　　　　出初め
式

伊達市 一番員の
妻 様

ふくはっぴぃ賞

あるある賞

エール賞

福島県消防協会の令和４年度主要行事予定
　福島県消防協会の令和３年度第４回理事会が令和４年２月15日（火）にふくしま
中町会館６階北会議室において開催され、令和４年度事業計画・収支予算などが
決定されました。
　令和４年度の主な行事は次のとおりです。
　なお、令和４年度の事業計画・収支予算は公式ホームページに掲載します。

令和４年度事業計画（主要行事）
６月３日（金） 令和４年度福島県消防殉職者等慰霊祭 須賀川市文化センター
６月４日（土） 第75回福島県消防大会 須賀川市文化センター

６月予定 県協会支部事務連絡会議 未　　定
７月予定 東北地区消防連絡協議会 福　島　県

８月28日（日） 第44回福島県消防操法大会 福島県消防学校
９月15日（木） 第41回全国消防殉職者慰霊祭 東京都（ニッショーホール）
10月29日（土） 第29回全国消防操法大会 千葉県市原市
11月22日（火） 第27回全国女性消防団員活性化大会 徳島県徳島市
３月３日（金） 第75回日本消防協会定例表彰式 東京都（ニッショーホール）

未　定 令和４年度団長等研修会 未　　定
未　定 令和４年度消防団訓練指導員研修 未　　定
未　定 令和４年度女性消防団員等研修会 未　　定

消防団員・消防職員だからこそ加入できる

お問い合わせ
（公財）日本消防協会 年金共済部
TEL 0120-658-494 https://nissho.or.jp

消防個人年金

消火器・シバウラ消防ポンプ・
消防ホース・各種消防防災用品・
火報設備・避難設備・消防設備
保守点検設備

東部産業㈱自動車部
いわき市（26）5401

和田自動車㈱� 郡山市（943）3400
㈲豊和防災サービス
� 会津若松市（27）7878


